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木
場
田
孝
幸
 
議
員
 

池
永
　
幸
生
 
議
員
 

地
域
計
画
に
つ
い
て
 

「計量中のゴミ収集車」 

合志庁舎１階 

     池
永
　
ご
み
収
集
委
託
料
に
過
払
い
が
発

生
し
て
い
た
。
原
因
は
風
袋
登
録
に
よ
る

１
回
計
量
を
、
関
係
市
町
担
当
課
長
及
び

組
合
、
委
託
業
者
で
決
定
し
た
こ
と
に
よ

る
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
 

市
民
部
長
　
三
者
会
議
の
中
で
誰
も
気
づ

か
ず
風
袋
重
量
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
原

因
で
、
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
担
当
課
の

配
慮
不
足
を
感
じ
て
い
る
。
 

池
永
　
発
生
し
た
過
払
い
金
は
ど
う
扱
う

の
か
。
責
任
の
所
在
も
は
っ
き
り
し
な
い

の
だ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
す
る
の
か
。
 

市
民
部
長
　
過
払
い
金
が
発
生
し
た
こ
と

は
事
実
だ
か
ら
、市
民
の
方
が
納
得
さ
れ
る

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
担
当
課
と
業
者
間

で
話
し
合

い
、
返
納

を
お
願
い

し
て
い
る
。
 

池
永
　
市

の
顧
問
弁

護
士
の
意

見
で
は「
業

者
に
過
失

は
な
い
だ

ろ
う
」
と

見
解
さ
れ
て
い
る
が
。
 

市
長
　
責
任
に
つ
い
て
は
ど
こ
だ
と
い
え

な
い
が
、
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も

過
誤
を
訂
正
し
、
業
者
の
方
か
ら
の
返
納

の
意
思
が
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
 

  池
永
　
合
志
市
の
将
来
の
形
成
像
を
考
え

る
中
で
、
二
町
で
合
併
し
た
も
の
の
、
中
々

核
と
い
う
も
の
を
決
め
か
ね
て
い
る
。
 

消
防
本
部
や
警
察
署
、
ご
み
焼
却
場
等
の

施
設
を
市
内
に
設
置
計
画
す
る
こ
と
で
、

菊
池
郡
市
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
市

づ
く
り
の
構
想
は
な
い
か
。
 

市
長
　
現
状
で
も
、
高
専
や
九
農
研
、
再

春
荘
病
院
に
、
恵
楓
園
、
農
業
公
園
と
官

公
庁
が
中
心
部
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、

連
絡
会
議
を
設
置
し
、
情
報
の
収
集
や
相

互
啓
発
を
進
め
な
が
ら
、
提
案
の
よ
う
に
、

施
設
の
誘
致
に
可
能
な
も
の
か
ら
動
い
て

み
た
い
。
警
察
署
に
つ
い
て
は
、
市
で
署

が
な
い
の
が
合
志
市
と
宇
土
市
く
ら
い
な

の
で
、
県
の
財
政
状
況
や
、
県
警
の
組
織

的
な
事
情
も
あ
る
と
思
う
が
、
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
こ
と
か
ら
も
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。
 

 

濱
元
幸
一
郎
 
議
員
 

松
井
美
津
子
 
議
員
 

女
性
参
画
の
拡
大
に
向
け
た
ポ
ジ
 

テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
 

濱
元
　
雇
用
情
勢
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
の
雇
用
状
況
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
企
業
等
連
絡
協
議
会
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
解
雇

予
定
者
は
２
６
４
人
。
う
ち
１
２
５
人
が

正
社
員
。
 

濱
元
　
１２
月
議
会
で
議
員
提
案
さ
れ
た
決

議
で
は
、
雇
用
を
守
る
た
め
に
市
内
企
業

に
対
し
て
強
く
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
解
雇
撤
回
・
雇
用
維
持
を
強
く
要

請
す
る
べ
き
だ
。
 

産
業
振
興
部
長
　
十
分
検
討
す
る
。
 

濱
元
　
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。
 

市
長
　
雇
用
は
生
存
権
に
関
わ
る
こ
と
。

心
が
痛
む
。
市
と
し
て
や
れ
る
可
能
な
こ

と
を
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
 

濱
元
　
今
あ
る
雇
用
相
談
室
を
、
解
雇
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
の
相
談
に
も
乗
れ

る
よ
う
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
。
 

産
業
振
興
部
長
　
対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

  濱
元
　
就
学
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
家

庭
が
活
用
し
や
す
い
制
度
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
合
志
市
の
認
定
と
な

る
所
得
基
準
額
は
低
す
ぎ
る
。
基
準
額
を

引
き
上
げ
る
べ
き
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
２１
年
度
か
ら
は

若
干
上
が
っ
て
い
く
。
生
活
保
護
基
準
額

の
１
・
０
倍
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
 

濱
元
　
生
活
保
護
基
準
と
同
じ
基
準
だ
。

菊
池
市
は
１
・
３
倍
だ
。
も
っ
と
引
上
げ

る
べ
き
だ
。
ま
た
申
請
の
際
、
民
生
委
員

の
意
見
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
法
的

根
拠
が
無
く
な
っ
た
。
削
除
す
る
べ
き
だ
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
民
生
委
員
の
意

見
に
つ
い
て
は
制
度
が
変
わ
っ
て
い
る
。

所
得
基
準
額
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
今
後
は
意
見
を
求
め
な
い
。
 

  濱
元
　
子
ど
も
の
医
療
費
は
乳
幼
児
は
窓

口
無
料
だ
が
、
小
学
生
か
ら
は
償
還
払
い

と
な
っ
て
い
る
。
保
護
者
の
方
々
か
ら
訴

え
が
寄
せ
ら
れ
た
。
小
学
生
の
医
療
費
も

窓
口
無
料
化
に
す
べ
き
だ
。
 

市
長
　
現
場
で
十
分
検
討
さ
せ
た
い
。
 

 木
場
田
　
１２
月
定
例
会
に
て
、「
市
民
の

雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
実
効
的
な
対
策
を

合
志
市
に
求
め
る
決
議
」
に
つ
い
て
の
現

況
と
今
後
の
対
策
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
早
々
に
緊
急
雇
用
対
策

連
絡
会
議
を
開
催
し
、
市
内
企
業
の
雇
用

調
整
計
画
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

緊
急
保
障
制
度
の
認
定
事
務
の
迅
速
化
を

図
る
た
め
の
決
済
区
分
の
見
直
し
や
、
緊

急
雇
用
対
策
室
で
の
相
談
業
務
を
開
始
し
、

現
在
２６
名
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
６
月
ま
で
延
長
予
定
で
あ
る
。
尚
、
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
事
業
に
て
は
、
実

施
す
る
事
業
内
容
を
検
討
し
県
へ
の
申
請

を
行
い
補
正
予
算
を
お
願
い
し
た
い
と
、

考
え
て
い
る
。
 

    

　
 

 木
場
田
　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
て
今
ま
で
、
い
く
ら
掛
か
り
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
評
価
「
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
」
は
。
 

企
画
総
務
部
長
　
今
ま
で
３
年
間
で
約

４
３
５
３
万
円
、
２１
年
度
は
９
２
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
事
業
目
的
の
妥
当
性
、

有
効
性
、
効
率
性
、
公
平
性
、
の
面
か
ら
、

政
策
体
系
に
沿
っ
た
２４
本
の
施
策
の
優
先

度
を
つ
け
、
予
算
の
重
点
配
分
化
を
し
て

い
る
。
情
報
公
開
を
進
め
、
透
明
性
の
高

い
行
政
経
営
を
実
現
す
る
こ
と
・
市
民
の

起
点
に
立
っ
た
行
政
体
質
の
改
革
・
政
策

の
再
構
築
・
職
員
間
や
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
情
報
の
共
有
化
・
施
策
ご
と
に
数
値
化

し
公
表
す
る
こ
と
で
ま
ち
づ
く
り
の
進
行

状
況
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
た
。
厳
し
い
財

政
運
営
の
中
で
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予

算
配
分
が
で
き
る
。
 

　
事
務
量
の
増
加
や
激
変
し
た
仕
事
の
手

法
、
評
価
作
業
な
ど
で
職
員
の
負
担
は
増

え
て
い
る
。
職
員
の
理
解
促
進
に
向
け
、

今
後
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
 

 

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
評
価
は
。 

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
 

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
 

松
井
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
い
じ
め
が

増
え
、
携
帯
電
話
を
親
子
で
使
い
方
を
学

ん
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
賢
明
に
生
き
る
方

法
を
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
メ
デ
ィ
ア
・
リ

テ
ラ
シ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
判
断
し
、
賢
く

活
用
す
る
能
力
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
生
徒
や
、
保
護
者
に
生
徒

指
導
や
教
育
講
演
会
を
利
用
し
て
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。
 

松
井
　
市
の
福
祉
関
連
の
文
書
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
障
害
者
」
を
ひ
ら
が
な
の
「
障

が
い
者
」
と
標
記
し
て
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
例
規
以
外
の
公
文
書
で

変
更
可
能
な
も
の
は
ひ
ら
が
な
と
の
交
ぜ

書
き
の
標
記
を
職
員
に
周
知
し
た
。
 

松
井
　
「
世
界
自
閉
症
デ
ー
」
の
周
知
の

取
り
組
み
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
県
か
ら
の
通
知
も
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
 

   

松
井
　
政
策
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
で
す
が
、
男
女
共
同
参
画
宣
言
が
、

絵
に
描
い
た
餅
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
女

性
の
参
画
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市
に
な
る

よ
う
に
市
長
の
見
解
を
伺
う
。
 

市
長
　
私
の
人
権
教
育
、
人
間
の
尊
厳
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
課
題
で
も
あ
る
。
４
月

１
日
に
は
、
女
性
の
登
用
も
考
え
て
い
る
。
 

松
井
　
女
性
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
て
い

る
の
か
率
直
な
感
想
を
 

総
務
企
画
部
長
　
女
性
職
員
に
よ
る
自
主

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
 

市
長
　
参
加
者
か
ら
は
勉
強
し
、
言
う
べ

き
こ
と
は
言
う
。
行
う
べ
き
こ
と
は
行
う

職
員
に
な
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
て
い

る
。
 

松
井
　
薬
物
乱
用
防
止
教
育
に
対
す
る
啓

発
の
取
り
組
み
は
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
薬
物
乱
用
防
止

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
あ
る
と
伺
っ
た
の
で

活
用
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。
 


